
学生手帳電子化のご提案
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テーマ
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学生手帳の電子化により、手帳本来の存在意義である
快適な学生生活を送るためのバックアップツールとして

“携帯性”と”機能性”の両立を実現します



課題
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ほしい情報がどこにあるかわからない。
そもそもその情報の存在自体を知らない。

❓

学生手帳には学生生活を送るうえで必要となる情報と機能性が詰まっているにも
かかわらず、時代の変化と紙媒体での携帯性の低下によりその機能性を活かしき
れていない。

どこを探せば
いいの?

学習記録は別で
管理している

そんな情報
あったんだ

印刷会社様として
紙媒体の手帳に対して現状いただいている意見や

課題を追記ください。

印刷会社様として
紙媒体の手帳に対して現状いただいている意見や

課題を追記ください。



解決策
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スマホ
アプリ

入り口となるアプリに
アクセスさえすれば

必要な情報にたどり着く
ことができる

学生手帳のあらゆる情報をデータ化しアプリ上に掲載することで、
知りたい情報に最短でアクセスできるようにします。
また、その他システムにアクセスできるようアプリをポータル化することで
学生が利用するシステムが乱立し煩雑化することを防止します。

iPad
アプリ

学生
保護者

学内システム

学生手帳機能

便利アプリ

Webリンク

その他



Webサイト

実現内容
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10 マイページ機能

学校連絡機能

学習記録表機能

応答確認機能

学生証機能

資料閲覧

お知らせ情報配信

校則・規則

カレンダー 手帳配布の
コスト削減

学生の手帳
活用率向上

保護者の
不安解消

学習状況の
把握

進学時の
情報引継ぎ

学生手帳
アプリ

学校の
情報配信

《機能》 《課題解決》



既存

概要イメージ
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iPad
アプリ スマホ

アプリ

提案内容が広すぎると受け入れられない。
また、ポータル化はすでに実施済み。

提案ポイントの範囲を絞り、
課題解決の範囲を明確化する
(e.g.)
・学生手帳の役割に絞る
・学内システム改善
・新たな課題解決案の創出

提案内容が広すぎると受け入れられない。
また、ポータル化はすでに実施済み。

提案ポイントの範囲を絞り、
課題解決の範囲を明確化する
(e.g.)
・学生手帳の役割に絞る
・学内システム改善
・新たな課題解決案の創出

受講履歴
管理

シラバス授業フォロー

Webサイト

学生端末管理
成績管理

学内・既存
システム

既存システムの現状課題既存システムの現状課題既存システムとの
連携可否・連携方法
既存システムとの
連携可否・連携方法

講義要領など

成績情報など

出欠情報など

学校サイトなど
Webアプリなど

授業計画参照

年間成績参照

出欠管理

校内システム
連携

Webリンク

カレンダー

校則・規則

お知らせ配信

資料閲覧

学生証

応答確認学習記録参照

学校連絡

マイページ

ログイン

学内資料

成績情報など



アプリ機能
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※画面はイメージです。

HOME リンク お知らせ

他アプリや
他システム
にリンク

他アプリや
他システム
にリンク

利用者の利便性・操作性を最優先に考えた画面構成にすることで、
知りたい情報に対して最短でアクセスできるようにします。

カテゴリでの
絞り込みが可能
カテゴリでの
絞り込みが可能

タブで情報の
切替が可能
タブで情報の
切替が可能

常設のフッター
メニュー

常設のフッター
メニュー

TOP画面  



アプリ機能
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※画面はイメージです。

学生証機能 / 応答確認機能

学生証は学校で必要な情報にあわせてカスタマイズ可能です。
応答確認機能は、緊急災害時の安否確認等に利用でき、管理画面で学生からの応答を一括管理できます。
学生証 応答確認



アプリ機能
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※画面はイメージです。

カレンダー  

スワイプ(指の移動)で
スムーズに月移動可能
スワイプ(指の移動)で
スムーズに月移動可能

日付をタップでその日の予定を表示。
さらに予定をタップで詳細に遷移

日付をタップでその日の予定を表示。
さらに予定をタップで詳細に遷移

その月の予定を一覧で表示その月の予定を一覧で表示

プルダウンで
表示年月を選択可能
プルダウンで

表示年月を選択可能

カテゴリで絞り込み可能カテゴリで絞り込み可能

カレンダー機能は情報の見やすさと操作性を最優先に考えた画面構成にし、
学校と個人のスケジュールを合わせて管理できます。 メイン画面



機能 :出欠管理  
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※画面はイメージです。

①“点呼開始”で生徒が出席入力可能に①“点呼開始”で生徒が出席入力可能に

個別に点呼をとる従来の出席確認から 生徒が端末に出席入力する方法への転換により
出欠管理の短縮化による効率化・授業時間の有効活用につなげます。

講師

学生

②生徒が出席ボタン押下②生徒が出席ボタン押下 ③自分が出席状態になったことを確認③自分が出席状態になったことを確認

④講師が出欠状態を確認の上、
点呼終了

④講師が出欠状態を確認の上、
点呼終了

⑤結果はグラフで確認可能

・学生別出欠状況
・授業別出欠状況
・日別出欠状況

など

⑤結果はグラフで確認可能

・学生別出欠状況
・授業別出欠状況
・日別出欠状況

など



機能 :教材閲覧  
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※画面はイメージです。

例は全教材が表示されているが、
実際はログインユーザーによって

閲覧できる生徒を制限

例は全教材が表示されているが、
実際はログインユーザーによって

閲覧できる生徒を制限

学生が予めログインしておくことにより該当の学年・コースのみの教材を閲覧することができます。



アプリ機能
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※画面はイメージです。

校則・規則 / 資料閲覧機能

校則・規則は細かく検索でき、必要とする情報にたどり着きやすくします。
資料は自分に関係のあるもののみを保存することができます。
校則・規則

検索機能

検索方法を用意検索方法を用意 お気に入り登録可能お気に入り登録可能

カテゴリでの
絞り込みが可能
カテゴリでの
絞り込みが可能

資料閲覧



アプリ機能
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※画面はイメージです。

学習記録表機能 / 学校連絡機能

学習記録表 学校連絡学習時間入力

既存システムの連携先・可否確認既存システムの連携先・可否確認 生徒・保護者からの相談における
現状の課題確認

生徒・保護者からの相談における
現状の課題確認



アプリ機能
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※画面はイメージです。

マイページ機能

よく見る・よく使う機能をお気に入り登録しておくと、その機能にいち早くアクセスすることが可能です。

マイページ


